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第 1 部 三計画総合策定の背景 
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Ⅰ  三計画総合策定の意義 

 

◇武蔵野市は、昭和56年にリバースモーゲージを実施し、措置としての福祉から、「有

償福祉」｢契約福祉｣の施策を全国にさきがけ実施してきましたが、国も「自立支援

と参加」「選択制度」（契約制度・利用制度）という福祉に対する新たな時代の要請

に基づき、平成 12 年４月の介護保険法施行、同年６月に社会福祉法等の一部を改

正する等の法律を制定し、平成 15 年には障害者福祉に支援費制度を導入するなど

社会福祉基礎構造改革を進展させてきました。 

◇その流れは、「①個人の主体性を尊重した選択制度の確立、②質の高い福祉サービス

の拡充③個人の自立した生活を総合的に支援する地域福祉の充実をめざす。」ための

ものです。 

◇このような福祉の方向性をさらにおし進めるために、この計画がめざすものは、す

べての市民が個人としての尊厳が尊重され、住み慣れた地域で自立し、いつまでも

安心して暮らし続けられる地域社会の実現です。 

◇本市においては、障害者の約60％が65歳以上の高齢者ですが、市では従来から可

能な限り障害、高齢、介護の各サービスの連携を図りながら、提供してきました。

そこで、これまでのような対象者別計画だけではなく、高齢者福祉制度、介護保険

制度、障害者福祉制度におけるサービスの総合的な提供を図ると同時に、そのこと

を支えるすべての市民の理解を得られる計画とするため、次の３項目を包括した高

齢者保健福祉計画､介護保険事業計画、障害者計画の三計画を総合策定しました。 

 

 

◎サービスの総合化 

「高齢者」あるいは「障害者」という対象者別のサービスだけでなく、サービス

の総合的な提供を図る。 

 

◎人材と社会資源の活用 

地域社会の連帯を軸として、人材と社会資源の総合的かつ有効な活用により、い

つまでも安心して、武蔵野市に住み続けられることをめざす。 

 

◎計画の整合性と具体化 

社会福祉法および上位計画である武蔵野市長期計画と武蔵野市地域福祉計画に

掲げられている理念及び目的と整合性を保ちながら、個別計画により具体化す

る。 
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Ⅱ  三計画の位置付けと計画の期間 

 

１．三計画の位置付け 

◇本計画は、「武蔵野市地域福祉計画」（平成 14 年度～平成 17 年度）の分野別計画

として位置付けられます。 

 

武蔵野市第三期長期計画
第二次調整計画

武蔵野市地域福祉計画子育てプラン武蔵野

武
蔵
野
市
地
域
福
祉

活
動
計
画

武蔵野市高齢者
保健福祉計画

武蔵野市介護
保険事業計画

武蔵野市
障害者計画

 

 

２．計画の期間 

◇本計画の期間は、平成 15 年度から平成 19 年度までの 5年間とします。ただし、

平成17年度に、計画の進捗等を踏まえた見直しを行います。 

 

平成 

15年度 

平成 

16年度 

平成 

17年度 

平成 

18年度 

平成 

19年度 

平成 

20年度 

平成 

21年度 

平成 

22年度 

本計画期間    

        

   次期計画期間 

  見直し      

 

 



答申案（共通課題） 

 5 

 

Ⅲ  武蔵野市を取り巻く状況 

 

１．人口の推移 

◇武蔵野市の人口は、住民基本台帳によると、昭和 45 年以降、ほぼ 13 万人台で推

移していますが、近年は若干の減少傾向にあります。 

◇しかし、平成 22 年には、現在より若干増加し、135,800 人に達すると見込まれ

ています。 

 

２．高齢者・障害者数の推移 

（１）高齢者・要介護高齢者数の推移 

◇武蔵野市における高齢者数は年々増加しており、平成２年には11％であった高齢化

率は、平成12年には17％に上昇し、さらに平成22年には20％に達すると見込

まれています。 

 

（２）障害者数の推移 

◇障害者の状況をみると、障害者手帳取得者等の数は年々増加しており、平成 10 年

度から平成１4年度にかけて、約20％の増加となっていますが、今後も増加するも

のと見込まれます。 
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    平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 
平成10年 

との増減 

人口 130,664 130,376 130,766 131,094 131,388 0.6％ 
市全体 

世 帯 数  62,900 63,565 64,469 65,090 65,828 4.7％ 

身体障害者  2,411 2,530 2,801 2,878 2,926 21.4％ 

知的障害者  588 615 637 665 697 18.5％ 

精神障害者  117 162 172 178 213 82.1％ 

障
害
者
手
帳
取
得
者

等 

難病者福祉手当受給者 853 850 924 973 1,002 17.4％ 

高齢者人口  20,402 20,974 21,611 22,348 22,808 11.8％ 

 前期高齢者  11,771 12,025 12,318 12,497 12,623 7.2％ 

 後期高齢者  8,631 8,949 9,293 9,786 10,185 18.0％ 

高齢化率  15.6% 16.1% 16.5% 17.0% 17.4% 1.7ﾎﾟｲﾝﾄ 

要支援    292 325 356 21.9％ 

要介護１    565 735 885 56.6％ 

要介護２    499 650 711 42.5％ 

要介護３    401 450 479 19.5％ 

要介護４    354 389 413 16.7％ 

要介護５    358 431 469 31.0％ 

高
齢
者
の
状
況 

要
介
護
認
定
者
数 

計    2,469 2,980 3,313 34.2％ 

＊各年はそれぞれ４月１日現在。 

＊平成 10 年との比較は平成 10 年から 14 年までの伸び率、要介護認定者数は平成 12 年から

の伸び率。 

＊要介護認定者数は、1号被保険者（65歳以上）のみ。 
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3．高齢者福祉費・障害者福祉費の推移 

◇厳しい財政状況の中で、事業の充実に合わせて関連経費も伸びています。今後とも

高齢者・障害者のニーズに対応し、取り組みの拡充を図る一方、経費削減の創意工

夫がますます大切になっています。 

歳出       単位 千円 

民生費 

民生費内訳 

  

一般会計 
総  額 

一般会

計に占

める率 老人福祉費 
障害者 

福祉費 
その他 

介護保険  

事業会計 

平成10年度 

（決算） 54,643,003 16,447,965 30.1% 6,070,636 2,026,815 8,350,514   

平成 11年度 

（決算） 53,557,455 17,924,370 33.5% 7,388,036 2,151,200 8,385,134   

平成 12年度 

（決算） 54,012,085 14,634,165 27.1% 4,210,989 2,163,963 8,259,213 4,332,565

平成13年度 

（決算） 60,054,891 15,388,981 25.6% 4,266,963 2,279,423 8,842,595 5,804,604

平成14年度 

（予算） 54,200,000 16,474,840 30.4% 4,654,966 2,340,840 9,479,034 6,260,921

平成10年度 

との増減 -0.8% 0.2%   -23.3% 15.5% 13.5% 44.5%
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Ⅳ  三計画共通課題 

 

１．総合的生活支援システムの構築 

◇支援を必要とするあらゆる人々が、社会の一員として自立し、いつまでも安心して

暮らしつづけることのできる地域づくりが求められています。 

◇これを実現するために、支援を必要とする人々に対する相談・支援体制の充実をは

じめとして、まちづくり等の環境整備、さらには、これらの人々を受け入れる地域

づくりも含めた総合的生活支援システムとしての「地域リハビリテーション」の取

り組みが必要です。 

◇そこで、具体的には、地域生活に係わるあらゆる機関や人がそれぞれの役割分担を

明確にした上で、全ての市民が支え、連携できる仕組みづくりを目指します。 

 

 

２．保健医療福祉の連携の強化 

◇生涯を通して、住み慣れた地域で安心して生活するためには、日常的および病後に

おいても健康管理や相談などに応じる、かかりつけ医や効果的な病診連携など保

健・医療・福祉の連携体制の充実が必要です。 

◇そこで、乳幼児期から高齢者にいたるそれぞれのライフステージに応じたさまざま

な健康施策を展開し、健康で生き生きとした在宅生活が安心して送れるよう支援し

ます。 

◇また、従来の二次予防といわれる健診による早期発見、早期治療にとどまることな

く、健康的な生活習慣を身につけることによって、疾病の発症を未然に防ぐ､一次予

防に重点を置く「健康日本２１」に対応する計画の策定に着手するとともに、子ど

もの世代から生活習慣病に対する健康教育を行い総合的な健康増進施策を推進しま

す。 

 

 

３．利用者支援のシステムづくり 

◇福祉サービスのあり方が、大きく変化した中で利用者保護の観点から様々な仕組み

の構築が必要となりました。 

◇介護保険制度下におけるサービスの質の向上と利用者が主体的に選択できる仕組み

の確立、痴呆性高齢者など契約締結になじみにくい高齢者の権利擁護や苦情相談の

拡充を図ります。 

◇措置から契約へ新たな制度導入により契約締結になじみにくい障害者の権利擁護事

業の拡充や苦情相談窓口の設置、利用者が自ら選択できるサービス量の確保や質の

向上を図ります。 
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４．人材育成 

◇支援を必要としている人々が、地域で自立した生活を維持するためには、それを支

えるサービスの量及び質の確保が必要であり、人材育成が重要なものと考えられま

す。 

◇適切なサービスを提供するため、本市では従来からホームヘルプセンター武蔵野設

立等様々な取り組みを行ってきましたが、専門性を持った人材の育成や各種サービ

スのコーディネイトをできる人材の育成を推進します。 

◇さらに、今後は地域において活動している個人、NPO団体等の協力を得るなど社会

的資源を活用しながら人材育成を図ると同時に、学校教育においても高齢者､障害者

に対する理解を深める教育の推進を図るよう働きかけます。 

 
 

Ⅴ  計画の推進体制 

 

◇基本的には、計画ごとに、推進体制を整えていきます。 

◇計画の進捗状況等については、市報やホームページ等を通じて、広く市民に情報提

供していきます。 

◇また計画見直しの際には、市民参加による委員会等を立ち上げるほか、実態調査や

ヒアリング調査、市民意見交換会等の多様な機会を通して、広く市民の意見を広聴

していくこととします。 
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